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は
じ
め
に

株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
（
以
下
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
株
式
会
社
住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構
と
し
て
一
九
九
六

（
平
成
八
）
年
に
発
足
し
て
以
来
、
不
良
債
権
の
買
い
取
り
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
回
収
に
尽
力
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
民
間
で

は
対
応
困
難
な
、
反
社
会
的
勢
力
な
ど
の
悪
質
債
務
者
に
対
し
て
は
断
固
と
し
た
態
度
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
誠
実
に
返
済
し
よ

う
と
す
る
債
務
者
に
は
、
合
理
的
か
つ
良
識
的
な
整
理
・
回
収
を
行
い
、
整
理
回
収
の
手
法
確
立
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

広
く
世
間
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
再
生
型
回
収
の
取
り
組
み
を
重
ね
、
企
業
再
生
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く
公
的
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
産
業
再
生
機

構
が
、
大
型
案
件
の
再
生
を
手
掛
け
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
の
活
動
が
報
道
さ
れ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ

の
相
違
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
再
生
対
象
企
業
が
も
っ
ぱ
ら
中
堅
・
中
小
企
業
で
あ
っ
た
た
め
、
全
国
的
な
メ
デ
ィ
ア
に
載
り
に
く
か
っ
た

こ
と
、
風
評
被
害
を
回
避
し
つ
つ
、
私
的
整
理
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
守
秘
性
を
重
ん
じ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
回
収
機
関
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
が
先
立
ち
、
再
生
面
が
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
な
ど
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
そ

の
調
整
機
能
を
利
用
し
て
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
一
九
年
度
の
累
計
で
、
一
二
二
社
の
企
業
再
生
を
手
掛
け
、
二
万
八
六
七
三
名
の

雇
用
を
確
保
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
企
業
再
生
業
務
に
取
り
組
む
に
至
っ
た
経
緯
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
や
手
法

整
理
回
収
機
構
に
よ
る
企
業
再
生
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を
紹
介
し
、
そ
の
企
業
再
生
業
務
の
特
徴
を
整
理
・
検
討
す
る
（
１
）。

そ
の
際
、
同
社
の
企
業
再
生
業
務
の
特
徴
と
し
て
、
①
独
自
の
Ｒ

Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
、
②
信
託
機
能
、
③
税
制
面
の
活
用
を
指
摘
す
る
。

１
　
企
業
再
生
業
務
の
経
緯

Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
住
宅
金
融
専
門
会
社
（
住
専
）
の
不
良
債
権
を
処
理
す
る
た
め
設
立
（
平
成
八
年
六
月
）
さ
れ
た
住
宅
金
融
債
権
管

理
機
構
（
住
管
機
構
）
お
よ
び
破
綻
し
た
東
京
の
二
信
組
（
東
京
協
和
、
安
全
）
の
受
け
皿
と
し
て
設
立
（
平
成
八
年
九
月
）
さ
れ

た
整
理
回
収
銀
行
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
一
一
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
（
預
金
保
険
機
構
が
一
〇
〇
％
出
資
）。
そ
の
主
た
る
業
務
は
、

旧
住
専
七
社
か
ら
買
い
取
っ
た
貸
付
債
権
等
の
管
理
・
回
収
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
委
託
等
に
よ
る
破
綻
金
融
機
関
等
か
ら
の
貸

付
債
権
等
の
買
取
と
そ
の
管
理
・
回
収
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
委
託
に
よ
り
健
全
金
融
機
関
等
か
ら
買
い
取
っ
た
貸
付
債
権
等
の

管
理
・
回
収
、
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、
旧
住
専
お
よ
び
破
綻
金
融
機
関
処
理
に
は
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
社
は
こ

れ
ら
金
融
機
関
の
経
営
責
任
を
厳
し
く
追
及
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
回
収
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
悪
質

な
資
産
隠
匿
や
反
社
会
的
勢
力
に
よ
る
回
収
妨
害
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
業
務
を
遂
行
し
て
き
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
社
の
再
生
業
務
は
、
こ
れ
ら
の
債
権
回
収
を
最
大
化
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
債
務
者
企
業
を
清
算
処
理
し
た
場
合
の
回
収
見
込
額
と
再
生
し
た
場
合
の
回
収
見
込
額
を
比
較
秤
量
し
、
後
者
が
前

者
を
上
回
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
み
、
債
務
者
企
業
を
再
生
す
る
こ
と
で
、
回
収
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
い
え
ば
、
再
生
支

援
す
る
場
合
、
債
務
者
の
清
算
価
値
は
必
ず
確
保
し
、
こ
れ
を
債
権
者
に
保
障
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
（
清
算
価
値
維
持
原

則
）。
な
お
、
こ
の
原
則
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
企
業
の
延
命
や
問
題
先
送
り
を
排
除
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
件
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
合
理
的
か
つ
実
現
可
能
な
企
業
再
生
計
画
の
策
定
や
そ
れ
に
基
づ
く
回
収
見
込
額
の
算
出
が
要
件
と
な
る
。

（19）



同
社
は
、
設
立
当
初
か
ら
再
生
型
回
収
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
住
専
関
連
の
債
権
や
バ
ル
ク
で
持
ち
込
ま
れ
る
債

権
の
中
に
も
再
生
可
能
な
案
件
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
債
権
買
取
を
進
め
つ
つ
、
同
社
は
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
を
整
備
し
て

い
っ
た
。
さ
ら
に
、
健
全
金
融
機
関
か
ら
の
買
取
（
２
）

が
増
え
る
に
つ
れ
、
そ
の
中
に
も
再
生
可
能
な
案
件
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
ま
た
、
案
件
に
よ
っ
て
は
、
再
生
を
視
野
に
入
れ
て
、
同
社
に
対
応
を
委
ね
る
案
件
も
あ
っ
た
。

同
社
の
業
務
と
し
て
、
明
示
的
に
再
生
業
務
が
付
け
加
わ
っ
た
の
は
、
平
成
一
三
年
六
月
に
政
府
が
閣
議
決
定
し
た
「
今
後
の
経

済
財
政
運
営
及
び
経
済
社
会
の
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」）
の
中
で
、「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
受
け
入
れ

た
債
権
に
つ
い
て
、
債
務
者
企
業
の
再
建
可
能
性
に
応
じ
、
厳
正
な
回
収
に
努
め
る
一
方
、
再
建
す
べ
き
企
業
と
認
め
ら
れ
る
企
業

に
つ
い
て
は
、
法
的
・
私
的
再
建
手
続
等
を
活
用
し
、
そ
の
再
生
を
図
る
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
企
業
再
構
築
を
図
る
組
織
の
新

設
等
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
機
能
・
組
織
の
拡
充
を
図
る
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
方
針
を
受
け
て
、
同
社
は
弁
護
士
、
会
計
士
、
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
実
務
家
お
よ
び
社
内
役
職
員
等
か
ら
な
る
「
企

業
再
生
研
究
会
」
を
設
置
し
、
企
業
再
生
に
関
連
す
る
法
務
、
会
計
、
財
務
、
税
務
な
ど
、
企
業
再
生
の
実
務
を
研
究
・
検
討
す
る

と
と
も
に
、「
企
業
再
生
本
部
」
を
設
置
し
、
再
生
業
務
に
取
り
組
む
組
織
体
制
を
整
備
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
一
三
年
秋
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
金
融
再
生
法
が
改
正
（
一
二
月
七
日
成
立
、
平
成
一
四
年
一
月
一
一
日
施
行
）

さ
れ
、「
特
定
協
定
銀
行
は
、
健
全
金
融
機
関
等
か
ら
買
い
取
っ
た
資
産
に
つ
い
て
は
そ
の
処
分
方
法
の
多
様
化
に
努
め
、
当
該
資

産
の
性
質
に
応
じ
、
経
済
情
勢
、
債
務
者
の
状
況
等
を
考
慮
し
、
当
該
資
産
の
買
取
り
か
ら
可
能
な
限
り
三
年
を
目
途
と
し
て
回
収

又
は
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、
特
定
協
定
銀
行
は
、
当
該
資
産
に
係
る
債
務
者
の
再
生
の
可
能
性

を
早
期
に
見
極
め
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る
債
務
者
に
つ
い
て
は
速
や
か
な
再
生
に
努
め
る
こ
と
」
と
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
社
は
企
業
再
生
本
部
内
に
「
企
業
再
生
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
個
々
の
案
件
の
再
生
の
可
能
性
を
専
門

（20）



的
か
つ
客
観
的
に
判
断
す
る
体
制
を
整
え
、
企
業
再
生

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
委
員
会
の
定
数
は
一
五
名
で

あ
り
、
委
員
は
外
部
の
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理

士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
企
業
再
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

か
ら
構
成
さ
れ
、
任
期
一
年
（
再
任
可
）
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
委
員
の
職
務
は
、
債
務
者
の
事
業
の
再
生

可
能
性
を
判
定
し
、
答
申
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

と
判
定
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
署
を
通
じ

必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、

厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
（
図
表
１
参
照
）。

な
お
、
現
在
、
企
業
再
生
本
部
は
、
企
業
再
生
検
討

委
員
会
、
企
画
調
整
部
、
企
業
再
生
部
、
信
託
業
務
部

な
ど
に
分
か
れ
て
お
り
、
同
社
役
職
員
八
二
〇
名
（
平

成
二
〇
年
三
月
末
）
の
う
ち
、
約
二
割
は
企
業
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

２
　
基
本
的
な
考
え
方
と
手
法

同
社
の
企
業
再
生
に
関
す
る
考
え
方
は
、
前
述
の

（21）

図表１　企業再生案件処理関連図

（出所）整理回収機構10年史発刊委員会編『整理回収機構10年のあゆみ』、整理回収機構、平成18年
10月、186ページ。

政策投資銀行
産業再生機構

セーフティネット
保証・貸付

《中小企業庁》

信用保証協会
中小公庫
商工中金
国民公庫

連携

連携

各種ファンド
（地域再生ファ
ンドを含む）

連携

企業再生本部

企業再生検討委員会

内外投資家 金融機関 債務者
弁済交渉

債権譲渡信託
弁済交渉・
再生計画策定支援

弁護士

公認会計士

税理士

不動産鑑定士

（※）含む、監査法人等
　　　法人組織

中小企業再生
支援協議会

企業再生担当
うち　地域再生担当
（札幌、仙台、宇都宮、
金沢、名古屋、広島、福岡）

RCCが債権者として再生
RCCの調整機能による再生

《委員》
・弁護士
・公認会計士
・税理士
・不動産鑑定士
・企業再生
　　アドバイザー
・企業経営実務
　　　　有識者
《オブザーバー》
・預金保険機構

業務企画部

信託業務部 特定業務部

各拠点 業務推進部

リレバン対応室

【RCC】

《専門家集団》

（平成18年７月１日現在）

企業再生部



「
清
算
価
値
保
証
原
則
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
社
が
保
有
す
る
債
権
の
対
象
企
業
の
再
生
を
行
う
の
は
、「
債
権
者

と
し
て
の
経
済
的
合
理
性
に
合
致
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
当
該
事
業
を
清
算
処
分
し
て
回
収
を
行
う
場
合
よ
り
も

当
該
事
業
を
継
続
さ
せ
て
、
当
該
事
業
の
譲
渡
収
入
ま
た
は
事
業
収
益
か
ら
弁
済
を
受
け
る
方
が
回
収
の
極
大
化
に
な
る
と
判
断
さ

れ
る
場
合
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
在
は
、
同
社
自
身
が
保
有
す
る
債
権
だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
か
ら
債
権
者
間
調
整
を
委
託
さ
れ
た
再
生
案
件
に
も

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
中
小
金
融
機
関
に
対
す
る
企
業
再
生
支
援
業
務
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
、
同
社
は
信
託
機
能

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
社
に
債
権
そ
の
も
の
を
信
託
す
る
手
法
、
あ
る
い
は
同
社
の
フ
ァ
ン
ド
が
債
権
を
購
入
し
、
同
社
が

債
権
者
間
調
整
を
行
う
手
法
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
こ
れ
ら
の
手
法
に
つ
い
て
は
次
節
参
照
）。

し
た
が
っ
て
、
同
社
の
企
業
再
生
に
対
す
る
関
わ
り
は
、
同
社
が
債
権
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
と
金
融
機
関
か
ら
の
委
託
に
よ
る

場
合
と
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
再
生
手
法
は
以
下
で
あ
る
。

ま
ず
、
債
権
者
と
し
て
の
立
場
の
企
業
再
生
は
、
前
述
の
よ
う
に
回
収
極
大
化
を
図
る
た
め
で
あ
り
、
具
体
的
な
手
法
と
し
て
、

①
中
小
企
業
者
に
対
す
る
条
件
変
更
等
に
よ
る
対
応
（
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
利
下
げ
な
ど
）、
②
政
府
系
金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
（
３
）

お
よ
び
保
証
制
度
の
活
用
、
③
Ｒ
Ｃ
Ｃ
主
導
に
よ
る
抜
本
的
再
生
計
画
策
定
に
よ
る
私
的
再
生
、
④
債

務
者
申
立
て
に
よ
る
法
的
手
続
を
活
用
し
た
事
業
再
生
、
⑤
Ｒ
Ｃ
Ｃ
申
立
て
に
よ
る
法
的
手
続
を
活
用
し
た
事
業
再
生
、
で
あ
る
。

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
の
委
託
に
よ
る
企
業
再
生
業
務
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
調
整
機
能
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
立
・
公
正
な
立

場
で
の
再
生
計
画
の
検
証
、
債
権
者
間
の
利
害
調
整
、
再
生
計
画
へ
の
合
意
形
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
次
の
手
法
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
①
メ
イ
ン
行
が
債
務
者
の
同
意
を
得
て
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
案
件
を
持
ち
込
む
、
②
持
込
金
融
機
関
に
お
け
る
対
象
債
務
者

区
分
は
「
要
管
理
先
」
以
下
で
あ
る
。
③
私
的
整
理
に
よ
る
自
力
更
生
を
図
る
場
合
、
公
表
に
よ
り
、
再
生
に
支
障
を
生
じ
る
お
そ
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れ
が
あ
る
場
合
は
、
個
社
名
の
公
表
は
行
わ
な
い
。
④
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
再
生
計
画
の
公
平
性
・
妥
当
性
が
確
保
さ

れ
る
た
め
債
務
者
お
よ
び
債
権
者
の
税
務
上
の
対
応
が
容
易
に
な
る
。
⑤
企
業
再
生
計
画
上
の
金
融
機
関
が
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
編
フ
ァ

ン
ド
に
保
有
債
権
を
売
却
し
た
上
で
、
新
た
に
当
該
債
務
者
の
弁
済
の
た
め
に
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
債

務
者
企
業
と
の
継
続
取
引
が
可
能
と
な
る
。

３
　
同
社
の
企
業
再
生
の
特
徴

Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
企
業
再
生
業
務
の
特
徴
と
し
て
、
①
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
」、
②
信
託
機
能
の
活
用
、
③
税
制
上
の
措
置
の

三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
独
自
の
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
」

ま
ず
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
企
業
再
生
業
務
の
特
徴
と
し
て
、
独
自
の
私
的
整
理
ス
キ
ー
ム
を
有
し
、
そ
の
実
施
に
際
し
て
は
、
同
社
の
調

整
機
能
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
私
的
整
理
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
権
者
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
企
業
再
生
の
手
続
き
や
依
拠
す
べ
き
準
則
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
手
続
き
の
公
正
性
、
客
観
性
、
透
明

性
お
よ
び
衡
平
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
債
務
者
と
債
権
者
が
共
有
し
た
情
報
に
つ
い
て
、
相
互
に
厳
格
な
守
秘
義
務
を
負
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
権
者
と
し
て
取
り
組
む
場
合
だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
か
ら
の
委
託
に
よ
っ

て
調
整
業
務
に
取
り
組
む
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。

ま
ず
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
の
私
的
再
生
は
、
次
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
。
①
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
権
者
と
し
て
取
り
組
む
場
合
、
当
該
事

業
の
清
算
し
た
場
合
の
回
収
額
よ
り
も
当
該
事
業
を
再
生
継
続
さ
せ
た
場
合
の
回
収
額
が
債
権
者
に
と
っ
て
上
回
る
と
見
込
ま
れ
る
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場
合
に
の
み
実
施
さ
れ
る
。
②
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
調

整
業
務
に
取
り
組
む
場
合
、
メ
イ
ン
行
か
ら

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
持
ち
込
ま
れ
た
案
件
で
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
金
融
債
権
者

間
の
合
意
の
下
で
、
事
業
の
再
生
を
進
め
、

事
業
収
益
か
ら
最
大
限
の
回
収
を
図
る
。

次
に
、
ス
キ
ー
ム
対
象
企
業
と
さ
れ
る
た

め
に
は
、
①
過
剰
債
務
を
主
因
と
し
て
事
業

継
続
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
自
力

に
よ
る
再
生
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
、
②
再
生
の
対
象
と
な
る
事
業
自
体
に

市
場
で
の
存
続
価
値
が
あ
る
こ
と
、
③
債
務

者
、
経
営
者
が
弁
済
に
誠
実
で
あ
り
、
財
産

の
状
況
を
誠
実
に
開
示
し
て
い
る
こ
と
、
④

債
務
者
の
事
業
再
生
を
行
う
こ
と
が
、
債
権

者
に
と
っ
て
経
済
合
理
性
が
あ
る
こ
と
、
と

い
う
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る

（
図
表
２
参
照
）。
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図表２　再生適格要件チェックリスト

（出所）RCC企業再生部「RCCの企業再生について」（内部資料）、平成20年６月10日、15ページ

大項目 小項目

１．債務者の誠意、意欲
・債務者は、弁済に関し誠意ある姿勢にあるか。
・債務者が関連会社をも含め自らの資産・負債について誠実に開示しているか。
・債務者が再生に対し意欲を持っているか。従業員の協力を得られるか。

２．経済的合理性

・企業再生が債権者にとっても経済合理性が期待出来るか。
・再生による回収見込額と清算配当額等との比較。
（原則…より回収額の多い方式を選択する）
回収の確実性（確率軸と時間軸で検証）を総合的に判断して評価する。

３．再建の可能性

・事業価値（市場競争力）を有するか。
技術力、営業力、商品力、商圏、商権、人的資源、業界動向等の総合評価。

・重要な事業部門で営業利益を計上するなど、債権者の支援により再建の可能性
があるか。
着眼項目：法定償却相当額控除後の

営業利益＞０（全体又はコア事業で）
借入金額高／EBITDA  等

・必要に応じ、リストラの余地があるか。
・スポンサー出現の可能性があるか。

４．主要債権者意向等 ・再生型処理に対し大口債権者の同調が見込まれるか。
５．その他債権者の動向 ・大口債権者と同調する動きがあるか。
６．経営責任 ・必要に応じ、経営者の交替や私財提供等の経営責任を明確化できるか。
７．株主責任 ・必要に応じ、増減資を実施するなど、既存株主等の株主責任を明確化できるか。
８．関係会社の透明性 ・関係会社を含むグループ全体の財務情報が十分に把握できているか。
９．RCCの社会的使命
との適合性

・当該企業が反社会性を有することはないか。

10．地域経済への影響 ・当該地域経済への大きな影響があるか。



第
三
に
、
私
的
整
理
の
開
始
か
ら
再
生
計
画
の
実
行
に
至
る
手
続
き
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
委
託
者
で
あ
る
金
融

機
関
と
の
間
で
、
守
秘
義
務
契
約
を
締
結
し
た
上
で
、
債
権
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
、
再
生
可
能
性
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
。
②
監
査
法
人
等
の
専
門
家
に
よ
っ
て
財
務
・
資
産
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
す
る
。
③
財
務
・
事
業
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス
を
も
と
に
案
件
検
討
協
議
を
行
う
と
同
時
に
、
再
生
の
見
込
ま
れ
る
先
に
対
し
て
は
「
再
生
計
画
の
策
定
」
を
行
う
。
④
Ｒ

Ｃ
Ｃ
内
部
で
再
生
計
画
の
妥
当
性
を
協
議
し
、
再
生
可
能
性
の
見
極
め
を
行
っ
た
後
、
企
業
再
生
検
討
委
員
会
に
計
画
着
手
附
議
を

行
う
。
⑤
再
生
計
画
原
案
提
示
・
一
時
停
止
に
つ
い
て
合
意
す
る
た
め
、
第
一
回
債
権
者
会
議
を
開
催
す
る
（
一
時
停
止
に
関
し
て

は
、
与
信
残
高
の
維
持
、
債
権
者
間
の
地
位
の
維
持
、
追
加
担
保
の
不
提
供
な
ど
を
合
意
す
る
）。
⑥
そ
の
後
、
数
回
の
債
権
者
説

明
会
を
開
催
し
、
債
権
者
説
得
を
行
い
、
最
終
再
生
計
画
案
策
定
後
、
計
画
合
意
に
至
る
。
な
お
、
計
画
案
の
要
点
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
経
営
困
難
に
陥
っ
た
要
因
、
事
業
再
構
築
計
画
の
具
体
的
内
容
、
将
来
見
通
し
（
一
〇
年
間
程
度
）、
財
務
状
況
の
見
通
し

（
一
〇
年
間
程
度
）、
資
本
再
構
築
計
画
、
資
金
繰
り
見
通
し
、
債
務
弁
済
計
画
（
最
長
一
五
年
）、
経
営
者
責
任
の
在
り
方
、
債
務
超

過
解
消
期
間
（
原
則
三
年
）、
資
産
評
価
税
制
適
用
の
場
合
、
債
務
免
除
を
含
む
財
務
状
況
の
将
来
見
通
し
は
、
公
正
な
資
産
評
定

に
よ
る
価
額
を
基
礎
と
し
た
実
態
貸
借
対
照
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
経
常
利
益
黒
字
化
（
原
則
三
年
）、
株
主
責
任
の
明

確
化
（
支
配
株
主
の
支
配
権
の
消
滅
、
増
減
資
の
実
施
）、
原
則
と
し
て
経
営
者
の
退
任
（
留
任
の
場
合
、
私
財
提
供
な
ど
）、
債
権

者
間
の
権
利
調
整
（
債
権
者
間
の
平
等
を
原
則
と
す
る
）。
⑦
再
生
計
画
案
を
再
生
検
討
委
員
会
へ
付
議
し
、
所
要
の
修
正
を
施
す
。

⑧
第
二
回
債
権
者
集
会
に
再
生
計
画
案
を
提
出
し
、
審
議
す
る
。
⑨
再
生
計
画
が
成
立
す
れ
ば
、
主
要
債
権
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
実
施
す
る
。
⑩
再
生
計
画
の
実
行
過
程
で
履
行
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
関
係
者
の
協
議
に
よ
り
再
生
計
画
の
見
直
し
、
あ
る

い
は
法
的
手
続
き
へ
の
移
行
を
検
討
す
る
。
な
お
、
公
表
に
関
し
て
は
、
計
画
成
立
後
、
公
表
に
よ
り
支
障
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
限
っ
て
公
表
す
る
。
ま
た
、
計
画
成
立
後
、
債
権
売
却
希
望
者
に
は
、
債
権
売
却
の
機
会
を
提
供
す
る
。
そ
の
際
、
後
述
の
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Ｒ
Ｃ
Ｃ
金
外
信
託
が
入
札
に
よ
り
買
い
取
り
を
行
う
か
、
あ
る
い
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
サ
ー
ビ
サ
ー
機
能
を
使
っ
て
買
い
取
り
を
行
う
。

な
お
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
要
管
理
先
債
権
以
下
の
債
権
を
債
務
者
の
同
意
を
得
て
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
持
ち
込
み
、

抜
本
的
な
再
建
計
画
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、
当
該
債
務
者
の
債
務
者
区
分
の
上
方
遷
移
を
図
り
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
継
続
す

る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
遂
行
す
る
際
、
要
所
要
所
で
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
調
整
機
能
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

②
Ｒ
Ｃ
Ｃ
信
託
と
フ
ァ
ン
ド

第
二
の
特
徴
と
し
て
、
信
託
機
能
（
４
）

を
有
し
、
こ
れ
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
同
社
の
信
託
は
、
証
券
化

型
信
託
と
再
生
型
信
託
と
に
大
別
で
き
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
（
図
表
３
参
照
）。

証
券
化
型
信
託
（
５
）

は
、
不
良
債
権
の
処
理
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
三
年
一
月
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
ワ
ン
」
が
そ
の
第

一
号
で
あ
る
。
こ
れ
ら
証
券
化
型
信
託
は
、
金
融
機
関
・
ノ
ン
バ
ン
ク
等
が
保
有
す
る
不
良
債
権
の
処
理
と
Ｒ
Ｃ
Ｃ
自
体
が
保
有
す

る
債
権
の
流
動
化
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
を
通
じ
て
信
託
受
託
し
、
優
先
劣
後
に
分
け
、
優
先
部
分
を
幅
広
く
投
資
家
に
販
売
し
、
劣

後
部
分
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
保
有
・
回
収
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
の
後
も
約
半
年
ご
と
に
改
良
を
重
ね
、

平
成
一
八
年
二
月
に
は
「
ト
ラ
ス
ト
セ
ブ
ン
」
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
間
、
債
権
元
本
一
兆
一
五
〇
六
億
円
超
の
不

良
債
権
を
受
託
し
、
九
九
二
億
円
の
証
券
を
発
行
し
、
延
べ
九
〇
社
以
上
の
投
資
家
が
購
入
し
た
。

ま
た
、
上
記
ス
キ
ー
ム
以
外
に
も
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化
型
金
外
信
託
と
い
わ
れ
る
ス
キ
ー
ム
も
あ
り
、
こ
れ
は
金
融
機
関
の
保
有

す
る
不
良
債
権
を
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
投
資
家
か
ら
受
託
し
た
金
外
信
託
で
買
取
り
、
買
取
残
高
が
積
み
あ
が
っ
た
段
階
で
、
外
部
格
付
け

を
取
得
し
、
証
券
化
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
成
一
六
年
九
月
に
第
一
号
の
証
券
化
を
実
施
し
て
い
る
。
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図表３　RCCの信託機能を活用したスキーム

（出所）整理回収機構HP、http://www.kaisyukikou.co.jp/intro/shintaku_kinou.pdf#search='RCC 企
業再生サポート証券化型信託'、を参照。

【RCC信託機器活用スキーム】

・RCCの信託機能を活用したスキームについては、金融機関のニーズに応じてオー
ダーメイドしているが、概ね以下の種類に分けられる。
・平成14年１月に初受託して以降20年３月末日までに、債権元本累計で２兆2,964
億円を受託、利用金融機関数では延べ327社となった。

当該企業の再生を図りたい

中小企業再生型信託
3,571億

再生（・調整）型管理信託
136億

（再生・）調整型管理信託  
1,120億

金融機関と協働で再生を図る

必要に応じてリファイナンス

社債を投資家層に販売

受益権を投資家層に販売

再生・調整、オンバランス
計　4,827億

オンバランス

（注）各金額は、信託受託した債権元本累計額
　　　平成20年３月末日

オフバランス

再生

企業再編ファンド型金外信託
3,015億

企業再生型金外信託/管理型ファンド
276億

不動産事業再編ファンド
196億

企業再生サポート証券化型信託
826億

再生、オフバランス
計　4,312億

証券化型信託等
13,824億

オフバランス
計　13,824億

合　計
22,964億

オフバランス化を図りたい



さ
ら
に
、
企
業
再
生
サ
ポ
ー
ト
証
券
化
型
信
託
と
い
わ
れ
る
タ
イ
プ
も
あ
り
、
こ
れ
は
地
域
金
融
機
関
の
保
有
す
る
債
権
を
、
Ｒ

Ｃ
Ｃ
が
投
資
銀
行
か
ら
受
託
し
た
金
外
信
託
で
買
取
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
金
融
機
関
の
不
良
債
権
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化
を

図
る
も
の
で
あ
る
が
、
債
権
回
収
に
際
し
て
は
、
債
務
者
企
業
の
再
生
計
画
を
支
援
し
、
債
務
者
企
業
の
再
生
を
図
る
こ
と
で
配
当

の
極
大
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
再
生
型
信
託
と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
第
一
号
と
な
っ
た
の
は
日
本
新
都
市
開
発
の
案
件
で
あ
る
。

同
社
は
旧
日
本
興
業
銀
行
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
、
二
十
数
行
が
合
計
約
二
六
〇
〇
億
円
を
融
資
し
て
い
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
経
営

不
振
に
陥
り
、
再
建
策
を
模
索
し
て
い
た
。
し
か
し
、
交
渉
は
難
航
し
、
平
成
一
四
年
三
月
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
再
生
型
信
託
と
し
て
信
託

受
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
興
銀
以
外
の
金
融
機
関
の
貸
出
債
権
を
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
受
託
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
興
銀
と
が
共
同

で
日
本
新
都
市
開
発
を
経
営
管
理
す
る
。
そ
こ
で
は
、
同
社
の
優
良
資
産
と
不
良
資
産
と
の
切
り
分
け
が
行
わ
れ
、
優
良
資
産
は

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
の
手
法
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ
、
不
良
資
産
は
処
分
・
回
収
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
信
託
し
た
金
融
機
関
は
信
託
受
益
権
を

有
す
る
た
め
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
る
）。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
債
権
を
集
中
す
る
こ
と
で
、
抵
当
権
解
除
な
ど
の
調
整
や
事
務
手
続
き
が
容
易

に
な
る
と
と
も
に
、
資
産
処
分
な
ど
の
判
断
も
迅
速
化
し
、
回
収
効
率
が
向
上
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
、
そ
の
試
み
は
成
功
し
た
と

い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
中
小
企
業
の
中
に
は
、
金
融
機
関
の
自
己
査
定
上
、
破
綻
懸
念
先
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
営
業
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
信
用
低
下
か
ら
倒
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
金
融
機
関
が
そ
の
債
権
を
売
却
処
分
す
る
こ
と
な
く
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
信
託
し
、
当
該
企
業
の
再
生
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
ス
キ
ー
ム
や
事
務
的
な
取
り
扱
い
ル
ー
ル
を
確
定
し
た
上
で
、
金
融
機
関
か
ら
中
小
企
業
向
け
貸
出

債
権
を
受
託
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
、
当
該
企
業
の
再
生
計
画
を
策
定
し
、
業
況
の
進
捗
管
理
を
行
い
、
原
則
三
年
以
内
に
再

（28）



生
を
模
索
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
成
一
五
年
三
月
末
で
、
一
七
五
件
、
債
権
元
本
三
五
〇
〇
億
円
の
債
権
が
信

託
さ
れ
、
そ
の
後
約
二
年
で
再
生
が
完
了
し
た
。

さ
ら
に
、
企
業
再
編
フ
ァ
ン
ド
型
金
外
信
託
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
、
こ
れ
が
同
社
の
基
本
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
（
こ
こ

で
、
再
編
と
銘
打
っ
て
い
る
の
は
、
再
生
の
た
め
に
不
振
子
会
社
の
売
却
や
事
業
譲
渡
な
ど
Ｍ
＆
Ａ
的
手
法
が
使
わ
れ
る
た
め
で
あ

る
）。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
通
常
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
は
異
な
り
、
金
銭
以
外
の
金
銭
の
信
託
（
い
わ
ゆ
る
金
外
信
）

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
投
資
家
が
信
託
委
託
者
と
な
っ
て
Ｒ
Ｃ
Ｃ
信
託
に
金
銭
を
拠
出
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
そ
の
資
金
で

債
権
を
購
入
す
る
と
と
も
に
、
当
該
信
託
財
産
の
管
理
・
運
用
を
請
け
負
い
、
利
益
を
配
当
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仕
組

み
は
、
平
成
一
三
年
秋
か
ら
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
改
良
が
施
さ
れ
、
現
在
で
は
基
本
ス
キ
ー
ム
が
定
着
し
て
い
る
（
図
表
４
参
照
）。

こ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
手
順
で
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
①
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
務
者
企
業

の
再
生
に
関
す
る
業
務
委
託
を
受
け
、
業
務
委
託
契
約
お
よ
び
秘
密
保
持
契
約
を
取
り
交
わ
す
。
そ
の
際
、
債
務
者
企
業
の
同
意
が

必
要
と
な
る
。
②
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
公
正
・
中
立
な
立
場
で
債
務
者
企
業
の
再
生
計
画
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
債
権
者
間
調
整
を
進
め
、

債
権
者
の
合
意
を
取
り
付
け
る
。
③
合
意
形
成
後
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
各
金
融
機
関
と
入
札
管
理
委
託
契
約
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
当
該
案
件

に
適
当
と
考
え
ら
れ
る
複
数
の
投
資
家
を
選
定
し
、
入
札
に
関
す
る
情
報
を
開
示
す
る
。
④
各
投
資
家
は
当
該
債
権
の
購
入
に
つ
い

て
入
札
し
、
落
札
し
た
投
資
家
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
金
外
信
託
に
よ
る
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
す
る
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
買
取
資
金
を
受
託
す
る
）。

⑤
落
札
し
た
投
資
家
は
当
該
債
権
の
購
入
に
関
し
、
金
融
機
関
と
債
券
売
買
契
約
を
取
り
結
ぶ
。
⑥
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
合
意
さ
れ
た
再
建
計

画
に
従
い
、
債
権
放
棄
な
ど
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
債
権
放
棄
後
も
当
該
金
融
機
関
と
の
取
引
継
続
を
希
望
す
る
金
融
機
関
は
、

当
該
企
業
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
行
う
。
⑦
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
信
託
財
産
と
な
っ
て
い
る
債
権
の
管
理
・
回
収
を
行

う
。
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図表４　RCC企業再編ファンド型金外信託のスキーム

（出所）整理回収機構HP、http://www.kaisyukikou.co.jp/announce/announce_128_1_1.html

債務者Ｘ

債権者（メイン行等）
（委託者）

RCC
（入札管理者）

投資家Ｂ 投資家Ｃ

①業務委託契約

⑤債権売買契約
（買取）

④金外信託契約
（買取資金を受託）

③入札管理
　委託契約

⑥必要に応じて
　リファイナンス

貸付

②再生計画検証、債権者調整・債権者合意の取付け

金融機関 金融機関

投資家Ａ
（委託者）

投資家Ｂ
（委託者）

投資家Ｃ
（委託者）

投資家Ｄ
（委託者）

RCC
（受託者）
RCCAファンド

RCC
（受託者）
RCCBファンド

RCC
（受託者）
RCCCファンド

RCC
（受託者）
RCCDファンド

入札参加

債務者Ｘ用投資家選定

再生計画の実行、債権管理等

金融機関 金融機関

RCC
（受託者）



た
だ
し
、
取
引
金
融
機
関
が
少
数
で
あ
る
よ
う
な
案
件
の
場
合
、
入
札
は
行
わ
ず
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
サ
ー
ビ
サ
ー
部
門
が
各
金
融
機
関
か

ら
相
対
取
引
で
債
権
を
購
入
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
の
要
点
は
、
再
生
計
画
の
遂
行
を
前
提
と
し
て
、
入
札
を
行
う

こ
と
で
、
当
該
債
権
の
価
格
発
見
機
能
を
高
め
、
適
切
な
価
格
で
の
売
買
を
促
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
債
権
の
時
価
が
形
成
さ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
再
建
計
画
も
な
い
状
況
下
で
、
相
対
交
渉
で
売
買
す
れ
ば
、
買
い
た
た
か

れ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
を
企
図
し
た
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
を
利
用
す
る
背
景
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
金
融
機
関
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

①
債
権
放
棄
後
の
残
債
額
が
少
な
い
場
合
、
金
融
機
関
の
中
に
は
、
融
資
関
係
の
解
消
を
希
望
す
る
金
融
機
関
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
金
融
機
関
は
再
生
計
画
に
同
意
書
を
提
出
す
る
前
に
債
権
を
売
却
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
再
生
計
画
に
同
意
す
る
た
め
に
は
、

取
締
役
会
稟
議
な
ど
行
内
の
煩
瑣
な
手
続
き
を
経
る
必
要
が
あ
る
場
合
や
信
金
・
信
組
に
は
、
内
規
等
で
債
権
放
棄
そ
の
も
の
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
再
生
計
画
を
前
提
に
早
期
売
却
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
と
っ
て
も
、
債
権

が
Ｒ
Ｃ
Ｃ
信
託
に
集
中
し
て
い
る
方
が
手
続
き
を
進
め
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
を
具
体
的
な
数
値
例
で
説
明
す

る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
図
表
５
ケ
ー
ス
２
参
照
）。
金
融
機
関
の
債
権
元
本
一
〇
〇
、
合
意
さ
れ
た
再
生
計
画
上
の
債
務
免

除
四
〇
、
残
債
六
〇
の
返
済
を
一
〇
年
均
等
と
す
る
。
ま
ず
金
融
機
関
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
に
対
し
三
〇
で
債
権
を
売
却
し
、
債
権

売
却
損
七
〇
を
計
上
し
、
当
該
債
務
者
企
業
と
の
融
資
関
係
は
解
消
さ
れ
る
。
次
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
は
再
生
計
画
に
従
っ
て
、

四
〇
を
債
権
放
棄
す
る
。
こ
こ
で
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
家
は
、
期
間
一
〇
年
で
返
済
予
定
額
六
〇
の
債
権
を
三
〇
で
購
入
し

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
で
考
え
る
と
、
割
引
率
一
五
％
で
現
在
価
値
に
割
り
戻
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で

の
投
資
家
の
入
札
に
よ
っ
て
、
当
該
債
権
の
現
在
価
値
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
金
融
機
関
の
中
に
は
、
融
資
関
係
の
継
続
を
希
望
し
つ
つ
も
、
ひ
と
た
び
債
権
放
棄
す
る
と
内
規
等
に
よ
っ
て
取
引
関
係
が
継
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続
不
能
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、

当
該
金
融
機
関
は
、
債
権
放
棄
で
は
な
く
、

債
権
売
却
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
ス
キ
ー
ム
を
利
用
す
る
ニ
ー
ズ
が
生
じ

る
。
具
体
的
な
数
値
例
で
説
明
す
る
と
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
（
図
表
５
ケ
ー
ス
１

参
照
）。
①
と
同
様
に
、
金
融
機
関
の
債

権
元
本
一
〇
〇
、
合
意
さ
れ
た
再
生
計
画

上
の
債
務
免
除
四
〇
、
残
債
六
〇
の
返
済

を
一
〇
年
均
等
と
す
る
。
ま
ず
金
融
機
関

は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
に
対
し
、
五
九
で
債

権
を
売
却
す
る
。
次
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン

ド
は
再
生
計
画
に
従
っ
て
四
〇
の
債
権
放

棄
を
行
う
。
第
三
に
、
金
融
機
関
は
債
務

者
企
業
に
六
〇
の
新
規
融
資
（
リ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
）
を
行
う
。
第
四
に
、
債
務
者
企

業
は
こ
の
六
〇
で
も
っ
て
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン

ド
に
対
し
、
期
限
前
一
括
返
済
を
行
う
。

（32）

図表５　ファンドへの売却価格例

（出所）整理回収機構企業再生部「企業再生ハンドブック」（平成20年１月15日）、127ページ。

或る金融機関の債権元本　　　　　　　　　　　　100
再生計画で合意した返済計画　　債務免除　　　　40
　　　　　　　　　　　　　　　残債60の返済　　10年均等分割弁済

ケース１．取引継続の金融機関

債権売却損41

金融機関 Ａ

RCC（ファンド）

債権保有期間３日間
※３日間の手数料or金利等として１を控除

③
新規融資  60

債務者
会社

①
債権売却  59

〈投資家の評価〉①第１日目　債権購入

　　　　　　　　②第２日目　債権放棄

　　　　　　　　③第３日目　
一括返済

　　　　　　　　④第３日目

④
期限前一括返済  60

②　再生計画に従い債権放棄  40 （い）再生計画に従い債権放棄  40

ケース２．取引終了の金融機関

債権売却損70

金融機関 B

RCC（ファンド）

（あ）
　　返済期間　10年の債権を購入
　　　・10年間の存続可能性
　　　・10年間の運用利回り

割引率15％で現在価値に引き戻すと
60→30の価格になり＝購入価格となる

（あ）
　債権売却  30

〈投資家の評価〉



こ
こ
で
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
信
託
を
通
じ
て
債
権
を
購
入
し
た
投
資
家
は
、
第
一
日
目
に
五
九
で
債
権
を
購
入
し
、
第
二
日
目
に
額
面
一
〇
〇

の
債
権
の
う
ち
四
〇
を
債
権
放
棄
し
、
第
三
日
目
に
六
〇
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
三
日
間
の
金
利
な
い
し
手
数

料
と
し
て
一
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
金
融
機
関
も
六
〇
の
新
規
融
資
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
こ
の
よ

う
な
流
れ
を
「
ワ
ン
タ
ッ
チ
ス
ル
ー
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
は
投
資
家
の
入
札
に
よ
っ
て
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
手
数

料
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
評
価
損
益
税
制
上
、
一
行
だ
け
が
債
権
放
棄
す
る
場
合
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
ス
キ
ー
ム
が
債
権
放
棄
を
行
っ
た
上
で
、
リ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
全
金
融
機
関
が
債
権
放
棄
し
て
も
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
権
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま

ま
で
は
評
価
損
益
を
活
用
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
、
上
記
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
方
式
を
利
用
し
て
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
債
権

を
Ｒ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
で
債
権
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。

③
　
税
制
上
の
措
置

第
三
の
特
徴
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
債
務
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
債
権

者
側
の
そ
れ
と
に
大
別
で
き
る
。

ま
ず
、
債
務
者
側
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
が
債
権
放
棄
す
る
と
、
債
務
者
企
業
に
は
債
務
免
除
益
が
計
上
さ
れ
る
が
、
税
務
上
の

欠
損
金
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
相
殺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
人
税
を
免
除
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
欠
損
金
に
は
、
青
色
欠
損
金
と
特
例
欠

損
金
が
あ
り
、
前
者
は
七
年
間
繰
り
越
し
で
き
る
の
に
対
し
、
後
者
は
七
年
を
超
え
て
し
ま
っ
た
た
め
に
通
常
は
利
用
で
き
な
い
が
、

法
人
税
法
第
五
九
条
に
よ
り
復
活
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
三
月
二
四
日
国
税
庁
事
前
照
会
に
対
す
る
文
書
回
答
で
は
、

「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
」
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
再
生
計
画
に
よ
り
債
務
者
が
債
務
免
除
を
受
け
た
場
合
に
は
、
法
人
税
法
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基
本
通
達
一
二
―
三
―
一
―
（
三
）
に
い
う
「
整
理
開
始
の
命
令
に
準
じ
る
事
実
」
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
原
則
と
し
て
、
特
例

繰
越
欠
損
金
の
損
金
算
入
を
認
め
る
法
人
税
法
第
五
九
条
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
一
七
年
度
税
制
改
正
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
私
的
整
理
に
お
い
て
債
務
免
除
が
行
わ
れ
た
際
、
評
価
損
の
損
金

算
入
お
よ
び
期
限
切
れ
欠
損
金
の
優
先
利
用
を
認
め
る
税
制
措
置
が
新
た
に
講
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
務
免
除
益
と
評
価
損

や
期
限
切
れ
欠
損
金
と
の
相
殺
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
資
産
を
売
却
し
な
く
て
も
評
価
損
で
益
金
を
相
殺
で
き
、
事
業
再
生
の

迅
速
化
が
図
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
一
定
の
要
件
と
は
、
以
下
で
あ
る
。（
ａ
）
一
般
公
表
の
債
務
処
理
準
則
に
従
っ
た
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、（
ｂ
）
当
該
準
則
中
に
、
公
正
価
格
に
よ
る
資
産
査
定
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、（
ｃ
）
当

該
評
定
の
基
準
に
基
づ
い
て
貸
借
対
照
表
が
作
成
さ
れ
、
当
該
計
画
に
お
け
る
損
益
見
込
み
等
に
基
づ
い
て
債
務
免
除
額
が
決
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、（
ｄ
）
上
記
（
ａ
）〜（
ｃ
）
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
第
三
者
機
関
や
債
権
放
棄
を
す
る
協
定

銀
行
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
の
確
認
を
得
て
い
る
こ
と
、（
ｅ
）
二
以
上
の
金
融
機
関
に
よ
る
債
権
放
棄
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、

政
府
系
・
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
場
合
は
単
独
で
も
可
、
ま
た
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
場
合
は
、
信
託
の
受
託
者
と
し
て
保
有
す
る
債
権
に
つ
い
て
債
権
放

棄
す
る
場
合
で
も
可
）。
な
お
、
こ
の
税
制
改
正
に
関
し
て
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
国
税
庁
照
会
を
行
い
、
基
本
的
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー

ム
を
利
用
し
た
場
合
、
上
記
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

次
に
、
債
権
者
側
に
つ
い
て
は
、
債
権
放
棄
し
た
金
額
が
損
金
と
し
て
扱
え
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
上
記
文
書
回
答
で

は
、「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
」
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
再
生
計
画
に
よ
り
金
融
機
関
等
が
債
権
放
棄
を
行
っ
た
場
合
は
、
原

則
と
し
て
、
法
人
税
法
基
本
通
達
九
―
四
―
二
に
い
う
「
合
理
的
な
再
建
計
画
」
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
損
金
に
算
入
で
き
る
と

解
し
て
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
、
資
産
評
価
税
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
た
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め
に
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
権
者
と
し
て
、
債
務
免
除
に
関
す
る
手
続
き
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
機
関
は
い
っ
た
ん

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
債
権
を
売
却
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
権
放
棄
を
行
っ
た
後
に
、
残
債
権
相
当
額
を
債
務
者
企
業
に
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
こ
に
も
金
融
機
関
が
前
述
の
企
業
再
編
フ
ァ
ン
ド
型
金
外
信
託
ス
キ
ー
ム
を
利
用
す
る
背
景
が
あ
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
企
業
再
生
業
務
に
取
り
組
む
に
至
っ
た
経
緯
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
や
手
法
を
紹
介

し
、
そ
の
企
業
再
生
業
務
の
特
徴
と
し
て
、
①
独
自
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
企
業
再
生
ス
キ
ー
ム
、
②
信
託
機
能
、
③
税
制
面
の
活
用
を
指
摘
し

た
。
た
だ
、
こ
の
ほ
か
に
も
ソ
フ
ト
な
側
面
で
は
あ
る
が
、
同
社
に
は
、
複
雑
な
案
件
が
多
く
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
を
手
掛
け
て

き
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
同
社
が
す
ぐ
れ
た
調
整
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
社

案
件
は
、
守
秘
義
務
上
の
制
約
や
風
評
被
害
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
水
面
下
で
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
一
般

に
知
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
こ
こ
で
も
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
債
権
放
棄
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
経
営
責
任
や
株
主
責
任
の
明
確
化
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
経
営
者
や
株
主
の
生
活
も
尊
重
し
、「
身
ぐ
る
み
を
は
ぐ
」

よ
う
な
形
で
の
責
任
追
及
や
私
財
提
供
を
強
要
し
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
点
だ
ろ
う
。
企
業
再
生
に
お
い
て
、
経
営
責
任
や
株
主

責
任
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
地
縁
・
血
縁
が
尊
重
さ
れ
る
、
地
方
の
中
堅
・
中
小
企
業
の
場
合
、
責
任
追
及

の
あ
り
方
に
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
要
素
が
多
々
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
守
秘
義
務
や
個
人
情
報
保
護
の
た
め
開
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
同
社
の
主
導
し
た
再
生
計
画
に
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
面
に
対
す
る
配
慮
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
特
徴
だ
と
思
わ
れ
る
。
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注（
１
）

本
稿
に
お
け
る
事
実
関
係
や
基
本
ス
キ
ー
ム
の
記
述
は
、
整
理
回
収
機
構
一
〇
年
史
発
刊
委
員
会
編
『
整
理
回
収
機
構
一
〇
年
の
あ
ゆ
み
』、

整
理
回
収
機
構
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
、
整
理
回
収
機
構
編
『
債
権
回
収
と
企
業
再
生
』、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
、
整
理

回
収
機
構
企
業
再
生
部
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
企
業
再
生
に
つ
い
て
」（
社
内
資
料
、
平
成
二
〇
年
六
月
一
〇
日
）、
同
「
企
業
再
生
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

（
同
、
平
成
二
〇
年
一
月
一
五
日
）、
同
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
再
生
関
連
機
能
の
ご
紹
介
」（
社
内
資
料
、
平
成
二
〇
年
五
月
一
二
日
）
お
よ
び
整
理
回

収
機
構
編
『
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
企
業
再
生
』、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
、
に
よ
っ
て
い
る
が
、
煩
瑣
に
な
る
た
め
個
々
の
箇

所
に
は
注
を
付
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
社
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
補
足
・
修
正
し
た
部
分
も
あ
る
。

（
２
）

健
全
金
融
機
関
か
ら
の
買
取
は
、
平
成
一
〇
年
夏
か
ら
の
国
会
（
い
わ
ゆ
る
「
金
融
国
会
」）
審
議
を
経
て
成
立
し
た
金
融
再
生
法
（
同
年

一
〇
月
成
立
、
施
行
）
五
三
条
に
よ
っ
て
、
預
金
保
険
機
構
ま
た
は
そ
の
委
託
を
受
け
た
整
理
回
収
機
構
は
、
平
成
一
三
年
三
月
末
ま
で

に
申
込
み
を
受
け
た
場
合
、
健
全
金
融
機
関
か
ら
も
買
取
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
申
込
期
限
は
、
そ
の
後
平
成
一
七
年

三
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

（
３
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
と
は
、
業
況
等
が
芳
し
く
な
い
が
、
中
長
期
的
に
は
企
業
維
持
が
見
込
ま
れ
る
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
貸
付

制
度
で
あ
り
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
な
ど
の
政
府
系
金
融
機
関
が
行
っ
て
い
る
。

（
４
）

Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
平
成
一
三
年
六
月
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
か
ら
「
骨
太
の
方
針
」
が
示
さ
れ
、
そ
の
中
で
主
要
行
に
よ
る
不
良
債
権
の
オ
フ

バ
ラ
ン
ス
化
の
た
め
の
受
け
皿
機
能
と
し
て
、
信
託
兼
営
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
年
七
月
に
信
託
業
務
の
認
可
申
請
を
行

い
、
同
年
九
月
に
認
可
さ
れ
た
。
ま
た
、
信
託
業
務
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
社
内
の
経
験
者
と
と
も
に
、
信
託
銀
行
か
ら
の
出
向
者
数

名
に
よ
っ
て
対
応
し
た
。

（
５
）

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
不
良
債
権
の
証
券
化
に
つ
い
て
は
、「
不
良
債
権
の
証
券
化
と
不
良
債
権
処
理
―
整
理
回
収
機
構
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
の
証
券
化
事
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例
等
を
通
じ
た
考
察
―
」、『
尾
道
大
学
経
済
情
報
論
集
』、V

ol.3

、N
o.1

（
二
〇
〇
三
年
）、
堀
田
真
理
「
不
良
債
権
証
券
化
の
効
果
」、

『
経
営
論
集
』（
東
洋
大
学
）、
第
六
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

＊
本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
、
整
理
回
収
機
構
の
関
係
者
に
研
究
会
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
、
多
大
な
ご
教
示
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
研
究
会
を
設
定
し
て
い
た
だ
い
た
中
島
将
隆
先
生
、
面
談
に
て
資
料
や
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
狩
野
省
市
専
務
取

締
役
、
西
永
弘
昭
次
長
、
平
田
文
雄
副
部
長
に
は
、
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）
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